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資料紹介
柴田敬研究文献目録
杉原四郎，公文園子
岡村 稔
はしがき
柴田敬 (1902-1986)が学界に登場するのは1929(昭和4)年で，彼が27歳の時である
が，翌1930年京大の「経済論叢Jに発表した諸論文の多くは，わが国の学界にいろいろな
波紋を投じ， 1932年以後多くの論者によってとりあげられた。また彼は1932年以後はその
論文を京大の「欧文紀要」に英文で発表し＇はじめるが，それらが欧米の経済学者の注目を
あび，その業績は，有名なランゲの論文 (1935年）をはじめ，外国文献にも引用されるこ
とが多くなった。 1935-36年に公刊された「理論経済学」上下は，近代経済学とマルクス
経済学との理論的綜合を企図する野心作だったので，それはわが国の経済学の両陣営の関
心をひいた。さらに1936-38年の外国留学での，シュンペーター，ケインズ，サムエルソ
ン，スウィージー， ヒックス， ドッブ，ランゲなどとの学問的交流によって，柴田の名は
国際的に一層広く知られるようになった。
戦時中の応召と戦後の進駐軍による追放の期間の数年 (1944-1951)の後，柴田は1952
（昭和27)年以降研究を再開し，マルクス批判（とくに唯物史観・疎外論批判）や近代経
済学批判（ヒックス，カルドア， とくにケインズ批判）をつぎつぎに発表した。他方，公
害問題やエネルギー問題，東西両陣営の対立といった世界政治・経済の難問にいどむ論考
を公けにするという，精力的な活動は傘寿をこえるまでつづき，一時は「忘れられた経済
学者」といわれた柴田敬の名は，その晩年になって多くの人々に知られるようになり，そ
の業績が引用される度数も激増する。
本稿は，わが国の経済学者の中で特異な活動ー一（イ）その活動が戦前から国際的であり，
（口）近代経済学とマルクス経済学の両方にかかわり，い）理論経済学者としての現役の活動期
間が半世紀に及ぶーーをした柴田敬の業績が，どのような影響を内外の学界にあたえたか
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をしめす指標として，柴田敬に関する研究文献を，ェッセーや蓄誌的文献などをふくめて
蒐集・整理したものである。研究文献には柴田の業績が引用されているから，本目録は，
個人書誌の一種としての独立した引用文献目録ともいえよう。 SocialScience Citation 
Indexのように，一般に著者の業績の引用状況を検索するためのものは外国で出ている
が，特定の個人についての引用文献目録は，他に例がないだろう。諸家の御支援を得てや
っとまとめたものの，なお不備も多かろう。記載もれの文献の指摘とともに， 目録の構成
の方法等についての意見なども，御教示いただければ幸せである（杉原四郎）。
凡例
1)本目録は， 1932年から1988年までに国内外において発表された柴田敬に関する研究文
献および随筆，追悼文，弔辞，年譜等の関連文献を年代順に掲載したものである。
2)表題に「柴田敬」と表示されているものはもとより，そうでないものも，本文，注な
いし参考文献において引用・紹介されているものはすべて掲載するよう心掛けた。
3)著書に関しては柴田に関する章，節（場合によっては頁）も紹介した。論文に関して
は原則として初出論文を掲載した。外国語文献に関しては，翻訳のあるものはそれら
を掲示した。文献中，それらに対する柴田の反論のあるものについては〔 〕内に柴
田の論文名を表示した。
4)出典に関しては，著書は発行所，発行年月の順に，編著は，著書名，発行所，頁，発
行年の順に，雑誌は誌名，発行所（または編集元），巻号数，頁， 発行年の順に，新
聞は紙名，発行所，発行年月日の順にそれぞれ表示した。ただし，これらが再掲の場
合は略表示したものもある。
5)追悼文と弔辞は一括して他と区別し，掲載文献を便宜上(I)と(II)の二つに分けて，
各々に通し番号を付した。読者の便宜のために柴田の著作別にそれらが引用紹介され
ている文献番号を(ill)に示した。
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(I) 一般文献
1)向井 章
「アリストテレス及びケネイの生産概念」「山口商学雑誌」山口高等商業学校商学会
10号， pp.1-41, 1932年1月
2)高田保馬
「貨幣の価値の受動性」「経済論叢」京都帝国大学経済学会，34巻5号，pp.702-720, 
1932年5月
3)高田保馬
「貨幣の価値に就いてー柴田助教授に答う一」「経済論叢」 35巻5号， pp.719-723, 
1932年11月（「貨幣の主観価値について」〕
4)木村健康
「シュンベーターの貨幣理論」「経済学論集」東京帝国大学経済学会， 3巻3,4号，
pp. 608-624, 1933年4月
5)木村健康
「二つの分配理論ー「勢力と経済法則」について一」「経済学論集」 3巻8号， pp. 
1094-1135, 1933年8月
6)安井琢磨
「純粋経済学と価格の理論ーレオン・ワルラスを中心として一」「経済学論集」 3巻
9号， pp.1242-1299, 1933年9月（『安井琢磨著作集第1巻 ワルラスをめぐって』
（安井琢磨）創文社， 1970年に再録）
7)栗村雄吉
「一般均衡理論に於ける交換方程式の取扱に就いて」「経済学研究」九州帝国大学経
済学会， 3巻3号， pp.591-618, 1933年9月
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8)木村健康
「労銀に於ける社会的なるもの一「勢力と経済法則」について一」「経済学論集」 4
巻1号， pp.93-146, 1934年1月
9)織戸登代子
「拡張再生産表式について一柴田助教授に答うー」「社会学徒」社会学徒社， pp.14-
21, 1934年3月 〔「資本蓄積率の差異と固定資本」， 「拡張再生産表式について一織戸
学士に答ふ―」).
10)安井琢磨
「帰属理論と限界生産力説ー一純粋経済学の二問題ー」「経済学論集」 4巻4号，
pp. 452-513, 1934年4月（「安井琢磨著作集第1巻 ワルラスをめぐって」（安井
琢磨）創文社， 1970年に再録）
11)栗村雄吉
「貨幣の限界効用と価格一般ー一附 柴田敬学士に答う」「経済学研究」 4巻2号，
pp. 301-332, 1934年6月〔「一般均衡論と交換方程式ー栗村学士に答ふ」〕
12) Lange, Oscar 
"Marxian Economics and Modern Economic Theory", The Review of Economic 
Studies, 2, pp. 189-201, 1935年6月 (Marxand Modern Economics (D. 
Horowitz編） MacGibbon & Kee, 1968年， 『現代経済学とマルクス」（名和統一
訳）筑摩書房， 1974年に再録）
13)平尾禰五郎
「現代経済学者物語」一元社， 1935年6月， p.193, 196 
14)向井 章
「柴田敬著「理論経済学」」『山口商学雑誌」 6巻4号， pp.435-438, 1935年10月
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15)古屋美貞
「柴田敬氏の大著「理論経済学」を読む」「京都帝国大学新聞」京都帝国大学学友会
新聞部， p.2, 1935年10月26日
16)安井琢磨
「ランゲ「マルクス経済学と近代経済理論」」『経済学論集」 5巻11号， pp. 1513-
1519, 1935年11月
17)宮田喜代蔵
「柴田敬氏著「理論経済学」」「国民経済雑誌」神戸商業大学商業研究所， 59巻6号，
pp. 867-869, 1935年12月
18)吉田義三
「柴田敬著「理論経済学」上」「商海」臨時増刊，大阪商科大学学友会，84号， pp.44-
45, 1935年12月
19)廣江貞助
「帰属理論と利子理論との理論的関連について（其ー）」『国民経済雑誌』 60巻2号，
pp, 241-258, 1936年2月
20)田中精一
「均衡理論に関する二著作一柴田敬氏「理論経済学」上， 中山伊知郎氏「スミス，
国富論」一」「経済学論集」 6巻3号， pp.398-415, 1936年3月
21)向井 章
「柴田敬著「理論経済学」下」「山口商学雑誌」 7巻2号， p.245, 1936年6月
22)田中精一
「柴田敬氏「理論経済学」下」「経済学論集」 6巻7号， pp.982-991, 1936年7月
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23)飯田藤次
「投資を超ゆる貯蓄の過剰」「経済論叢J44巻2号， pp.273-289, 1937年2月
24)都留重人
「資本組成の有機的変化と平均利潤率との関係ー柴田助教授を批判す一」『経済論
叢」 44巻6号， pp.1328-1333, 1937年6月〔「都留学士に答ふ」〕
25)高田保馬
「貨幣本質に関する若干の問題」「経済論叢』 45巻4号， pp.486-500, 1937年10月
26)岡橋 保
「貨幣価値の歴史的連続性の構想の性格に就いて」「内外研究」和歌山高等商業学校，
pp. 181-250, 1937年10月
27)久武雅夫
「貨幣の効用と均衛理論」『国民経済雑誌」 63巻6号， pp.833-858, 1937年12月
28) Dobb, Maurice 
Political Economy and Capitalism-Some Essays in Economic Tradition 
Routledge & Kegan Paul Ltd, 1937, p. 112 
29)田辺一忠男
「理論経済学に関する新刊批評」「経済学論集」 8巻3号， pp.361-363, 1938年3月
30)田中金司
「貨幣の価値の本質（其ー）」『国民経済雑誌」 64巻4号， pp.453-469, 1938年4月
31)安井 琢磨「貨幣と経済的均衡ーワルラス貨幣理論の一研究ー」「経済学論集」 8巻
4号， pp:413-484, 1938年4月（『均衡分析の基本問題』（安井琢磨著）岩波書店，
1955年，『安井琢磨著作集 第1巻 ワルラスをめぐって』（安井琢磨著）創文社，
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1970年に再録）
32)飯田藤次
「利子率を含む経済拡張論」「経済論叢」 46巻6号， pp.899-916, 1938年6月
33)鬼頭仁三郎
「ケインズの『一般的理論」に関する文献」「一橋論叢」岩波書店（東京商科大学一
橋論叢編輯） 1巻6号， pp.892-909, 1938年6月
34)岡橋 保
「貨幣価値論序説」有斐閣， 1938年11月，一編一章，二章
35)田中金司
「貨幣の価値の本質（其二）」『国民経済雑誌』 65巻6号， pp .761-780, 1938年12月
36)岡橋 保
「貨幣本質の諸問題」有斐閣， 1941年5月，一章一節
37)栗村雄吉
「価格の一般理論」日本評論社， 1941年9月，二章二節，四章三節
38)坂本蒲三郎
「日本経済学会沿革」「日本経済学会年報」第一輯， 日本評論社（日本経済学会編）
1巻， pp.339-357, 1941年1月
39)山下覺太郎
「柴田敬『資本利子について』」『日本経済学会年報」第一輯， 日本評論社（日本経済
学会編）， pp.245-256, 1941年1月
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40)板垣舞一
『政治経済学の方法」日本評論社， 1942年2月， pp.471-472 
41)安井琢磨
「我国における理論経済学の発展についてー「数理経済学」を中心として」「東京帝国
大学学術大親2」東京帝国大学， pp.739-7 46, 1942年4月
42) Sweezy, Paul M. 
The Theory of Capitalist Development-Principles of Marxian Political Econo-
my, Oxford University Press, New York, 1942, p. 105 (『資本主義発展の理論』，
中村金治訳， 日本評論社， 1951年）
43)舞出長五郎
「理論経済学概要」岩波書店， 1943年1月
44)金森恒利
「交換の一般均衡に就いてーワルラス研究の一覚書ー」「経済論叢」 57巻5号， pp.
467-484, 1943年1月
45)本庄栄治郎
『日本経済思想史概説」有斐閣， 1946年1月，十章二節
46)安井琢磨
「近代経済理論とマルクス経済学」「近代理論経済学とマルクス主義経済学一現代経
済学と価値論ー」（理論社編集部編）理論社， pp.139-164, p. 142, 1948年6月（初
出は『季刊理論」 1947年11月）
47)鬼頭仁三郎
「ケインズ研究」東洋経済新報社， 1948年9月， p.192, 194 
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48) Dillard, Dudley 
The Economics of John Maynard Keynes-The Theory of a Monetary Economy 
―, Prentice-Hall, New York, 1948, pp. 57-58 (『J.M.ケインズの経済学」，岡
本好弘訳，東洋経済新報社， 1973年）
49)都留重人
"Marx's Theory of the Falling Tendency of the・Rate of Profit-A Critique 
of Critique" 「経済研究」一橋大学経済研究所， 2巻3号， pp.190-199, 1951年7
月（野々村一雄訳「マルクスの利潤率低落理論ー批判の批判ー」「経済研究」 2巻3
号， 1951年）
50)篠原三代平
「ケインズ理論と動態分析一乗数分折と価格分析ー」「ケインズ「一般理論」講義」第
三分冊』（高橋泰蔵他編）春秋社， pp,205-222, 1951年7月，二節
51)古谷 弘
「柴田敬著「ヒックス循環論批判』」『経済研究J3巻3号， pp. 253-255, 1952年7
月〔「拙著に対する批判に答える」，「古谷教授の批判に対して」〕
52)安井琢磨
「柴田敬氏の「ヒックス循環論批判』」『季刊理論経済学」東洋経済新報社（理論計量
経済学会） 3巻3,4号， pp.232-234, 1952年11月〔「拙著に対する批判に答える」〕
53)森嶋通夫
「柴田敬氏の『ヒックス循環論批判」に寄せて」『季刊理論経済学』 3巻3,4号，
pp. 235-238, 1952年11月〔「拙著に対する批判に答える」〕
54)坂田太郎
「重農主義」「＜合本＞経済学研究の栞」(-橋大学新聞部編）春秋社， pp. 37-78, 
1953年2月
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55)堀 新一
r価値学説の展開と商業論」森山書店， 195.4年5月， p.585 
56)都留重人
"Keynes versus Marx: The Methodology of Aggregates", Post Keynesian 
Economics (ed. K. K. Kurihara), Rutgers University Press, pp. 320-344, 
1954, p. 336, (Marx and Modern Economics, D. Horowitz編， MacGibbon& 
Kee, 1968年，『現代経済学とマルクス』（名和統一訳）筑摩書房， 1974年に再録）
57)安井琢磨
「ワルラス体系と投入産出理論」「経済評論」 1=本評論新社， 5号， pp.2-9, 1957年
5月（『安井琢磨著作集，第3巻，経済学の諸問題』（安井琢磨著）， 岩波書店， 1971 
年に再録）
58)本庄栄治郎
「日本の経済学』（社会科学双書 E-15)日本評論新社， 1957年5月，四章
59)山田雄三
「柴田敬教授の『利潤率法則」を質す」「経済評論」 7巻4号， pp.87-90, 1958年4
月〔「山田雄三教授に答える」〕
60)新野幸次郎
ー「利潤率低下論をめぐって」「国民経済雑誌」 98巻1号， pp.65-89, 1958年7月
61)都留重人
「近代経済学の立場に立つ現代資本主義分析の諸問題」「現代資本主義講座」第一巻
（有沢広巳編）東洋経済新報社， pp.33-68, 1958年1月
62)福岡正夫，小山昭雄
「カッセル一般均衡体系の再検討」「季刊理論経済学」 9巻 1, 2号， pp. 44-51, 
1959年1月（『均衡理論の研究」 1985年7月（創文社）に再録）
116 
柴田敬研究文献目録（杉原・公文• 岡村）
63)渡辺輝雄
「創設者の経済学」未来社， 1961年4月，一章四節
64)林 ・弘道
879 
「早く結婚しておけー柴田先生を囲んで一」『ヴェリーテ」柴田・安部ゼミナール（山
口大学） 7号， pp.12-14, 1961年12月
65)置塩信雄
"Technical Changes and the Rate of Profit" Kobe University Economic Review 
神戸大学経済学部， 7巻， pp.85-99, 1961年
66)新田政則
「経済成長と技術進歩の二部門モデルー線型モデルの成長率分析ー」「青山経済論
集」宵山学院大学経済学会， 14巻3号， pp.153-176, 1962年12月
67)山本英太郎
「柴田先生のケインズ批判に想う」『ヴェリーテ」 8号， pp.7-12, 1962年12月
68)国末 護
「「柴田教授還暦御祝賀会」に出席して」同上， pp.13-14 
69)楠昭八郎
「柴田先生と我が学生生活」同上， pp.18-20 
70)福永昭造
「柴田教授と山口」同上， pp.15-17 
71)都通一夫
「貨幣的経済理論の展開（一）」『高崎経済大学論集」高崎経済大学学会，10号， pp.37-
57, 1963年7月
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72)新田政則
「J.ロビンソンの消費過少説的見解について」「青山経済論集」 15巻3号， pp.133-
158, 1963年11月
73)山本英太郎
「マーシャルの均衡的成長理論その3」『商経法論叢」神奈川大学， 14巻3号， pp.
189-210, 1964年1月
74)置塩信雄
「利潤率の傾向的低落の法則」「資本論講座」第4分冊（遊部久蔵他編）青木書店，
pp. 274-296, 1964年5月
75)置塩信雄
「価格論」「資本論講座』 第4分冊（遊部久蔵他編）青木書店， pp. 92-112, 1964年
5月
76)都通一夫
「貨幣的経済理論の展開(::)-貨幣と実物経済の構造ー」『高崎経済大学論集」 12号，
pp. ?3-41, 1964年6月
77)都留重人
「河上さんの色紙」『河上肇著作集』月報12,筑摩書房， pp.1-2, 1965年5月
78)置塩信雄
「資本制経済の基礎理論一労働生産性・利潤率及び実質賃金率の相互関連ー」創文社，
1965年7月， p. 114, 120 
79)都留重人
「オスカー・，ランゲを悼む」「経済研究』 17巻2号， pp.166-170, 1966年4月
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柴田敬研究文献目録（杉原・公文• 岡村） 881 
80)新田政則
"Say's Law and Walras's General Equilibrium System (1)", 「産業経済論叢」
京都産業大学経済学会創刊号， pp.1-42, 1966年6月
81)新田政則
"Say's Law and Walras's General Equilibrium System (2)", 「産業経済論叢J
2号， pp.1-40, 1966年1月
82)新田政則
「ワルラス一般均衡体系の過剰決定性とその動態化ー特に「資本化及び信用の理論」
を中心として一」「産業経済論叢J3号， pp.54-91, 1967年1月
83)三上隆：：：：
「日本におけるケインズ経済学の導入」「ケインズ経済学』（伊東光晴編）東洋経済新
報社， pp.195-220, 1967年4月
84) Samuelson, ・Paul A. 
"Marxian Economics as Economics" American Economic, Review, American 
Economic Association, 57巻2号， pp.616-623, 1967年5月 (TheCollected 
Scientific Papers of Paul A. Samuelson, ((Robert C. Merton編） 1972年，『経
済学と現代』（（ボール・サムエルソン著，福岡正夫訳））日本経済新聞社，1972年に再録）
85)新田政則
「一般的不均衡と貨幣的不均衡」「産業経済論叢」 2巻4号， pp. 24-78, 1968年3月
86)新田政則
「価格予想，貨幣利子率と経済成長ー一つの期間分析的接近ー」「産業経済論叢j3 
巻1号， pp.1-44, 1968年6月
87)加藤敬弘
「『ケインズの投資函数』」『高崎経済大学論集」 1巻1号， pp. 21-34, 1968年7月
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88)都留重人
「近代経済学とマルクス経済学」「現代経済学』（安井琢磨，青山秀夫編）日本経済新
聞社， pp,267-293, 1968年1月
89)新田政則
「技術進歩，価格変動と経済成長(1)」「産業経済論叢」 3巻3号， pp. 1-48, 1969年
1月
90)作道好男，江藤武人
「一花なき山の山かげの一山口大学経済学部60年史」財界評論新社， 1970年7月，
pp. 129-131 
91)柴田 敬，新田政則
「近代経済学原理」ミネルヴァ書房， 1970年9月
92)公文園子
「ワルラスの新古典派的貨幣分折」「長野経済論集」長野経済短期大学学会， pp. 11-
37, 1970年12月
93)杉原四郎
「柴田ゼミナールの思い出ー経済学部二回生のころー」「経済学入門のしおり」甲南
大学経済学会， pp.94-96, 1970年4月（「読害紀行」（杉原四郎著）未来社， 1975年3
月に再録）
94)都留重人
「高度経済成長の再検討ー総括」「高度経済成長の再検討J(日本経済政策学会年報
19)勁草書房， pp.1-19, 1971年5月
95)公文園子
「世界貨幣用金の流通速度」「長野経済論集』， pp.9-37, 1971年8月
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96)太田 浩
「貨幣的不均衡論の動学化」「青山経済論集」 23巻3号， pp.30-52, 1971年12月
97)早坂 忠
「経済学史研究の動向一主として1930年代にいたるまでの近代経済学史との関連で
ー」『現代経済学の展開』（嘉治元郎，村上泰亮編）勁草書房， pp.465-491, 1971年
12月
98) Jaffe, William 
"Reflections on the Importance of Leon Walras", Schaarste en Welvaart Opste-
lien aangeboden aan Prof. Dr. P. Hennゆman,H. E. Stenfert Kroese, N. V., 
Leid, pp. 87-107, 1971 
99)公文園子
「実物残高効果と貨幣の中立性の考察」「長野経済論集』， pp.1-16, 1972年2月
100)早坂 忠
「一般均衡理論の導入・定着過程（下）（日本経済学史の諸断面(9))」「経済セミナー」
日本評論社， pp.112-120, 1972年6月
101)新田政則
「新ヴィクセル派貨幣的経済成長モデルーいわゆる 'Keynes-Wicksell'経済成長モ
デルの一類型として一」「経済経営論叢」 7巻1号， pp.40-106, 1972年6月
102)山本英太郎
「柴田先生の古稀を祝して」「ヴェリーテ」 20号， pp.13-15, 1972年12月
103)新田政則
「柴田敬著「地球破壊と経済学」の出版について」同上， pp.17-18 
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104)柴田敬，公文園子
「世界経済のマーシャリアンk」「青山経済論集」 24巻3号， pp.44-72, 1972年12月
105) Ki.ihne, Karl 
Okonomie und Marxismus I: Zur Renaissance des Marxschen Systems, 
Luchterhand, 1972, p. 62(Economics and Marxism Volume 1 : The Renaissance 
of the Marxian System (Robert Shaw訳） Macmillan, 1979) 
106)置塩信雄
「Marxの生産価格論について」「経済学研究」神戸大学経済学部，19巻，pp.38-63, 
1972年
107)安井琢磨，早坂 忠
「私と近代経済学，ある学究のあゆみ(3)」『経済セミナー 」 211号， pp. 44-60, 1973 
年1月（『近代経済学と私』（安井琢磨著）木鐸社， 1980年に再録）
108)公文園子
「資本主義世界所得の研究」「長野経済論集」， pp.1-18, 1973年3月
109)杉原四郎
『経済原論I-「経済学批判」序説ー」同文館， 1973年4月， p.130, 220 
110)杉原四郎
「拙稿に対する杉原四郎教授のコメント」，「地球破壊と経済学』（増補版〕（柴田敬
著）ミネルヴァ密房， 1973年5月， pp. 259-260 
111)公文園子
「金基底率関連統計， 1850-1970」同上， pp224-234 
112)置塩信雄
「Marxのr転形」手続きの収束性」「季刊理論経済学」 24巻2号，pp.40-45, 1973 
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年8月
113)新田政則
「ケインズ体系と Auctioneer(1)」「経済経営論叢J8巻2号， pp.48-75, 1973年
9月
114)太田 浩
"Professor Okishio on Two Marxian Theorems", 『青山経済論集」 25巻2号，
pp. 77-87, 1973年10月
115)荒井紀子
「Subsistenz-fondに関する一考察」「日本経済短期大学紀要」 日本経済短期大学
4号， pp.119-130,、1973年12月
116)新田政則
「ケインズ体系と Auctioneer(2)」「経済経営論叢」 8巻3号， pp.98-127, 1973 
年12月
117)公文園子
「国際流動性の需要」『長野経済論集』， pp,1-29, 1973年12月
118)早坂忠
「『近代経済学』とは何か」「近代経済学再考』（稲田献ー他編）有斐閣， pp.3-30, 
1974年2月
119)都留重人，伊東光晴
「社会科学五0年の証言訓，都留重人一黄金時代のハーバード」「エコノミスト』，
毎日新聞社， pp.80-85, 1974年4月2日
120)都留重人，伊東光晴
「社会科学五0年の証言(36),都留重人一帰国から敗戦ヘー」「エコノミスト」 pp.82 
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-88, 1974年4月16日
121)杉原四郎
「柴田博士のマルクス論について」『経済理論の基礎構造」（柴田敬編著）ミネルヴァ書
房， pp.117-128, 1974年6月（『社会科学の道標』（杉原四郎著）新評論，1977年に再録）
122)太田 浩
「利潤率低下法則に関する柴田論争」同上， pp.129-148 
123)新田政則
「セイの法則の「系』と貯蓄•投資」同上， pp. 149-184 
124)都留重人
「資本産出高比率の理論的内容」「経済学の現代的課題』（柴田敬博士古稀記念論文
集刊行委員会）ミネルヴァ書房， pp.1-12, 1974年7月
125)福岡正夫
「柴田博士のカッセル批判をめぐって」同上， pp. 13-22 (『均衡理論の研究」（福岡
正夫著） 1985年7月（創文社）に再録）
126)置塩信雄
「生産価格• 平均利潤率」同上， pp.23-46 
127)太田 浩
「利潤率低下論争について」同上， pp.47-62 
128)杉原四郎
「生産と分配」同上， pp.63-78 (『社会科学の道標J新評論， 1977年に再録）
129)貞木展生
「貨幣，雇用および経済成長一硬直的貨幣賃金率の下での貨幣的成長論ー」同上，
124 
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pp. 101-119 
130)新田政則
「現物経済と先物経済」同上， pp.121-144 
131)安部一成
「成長とインフレーション」同上， pp.183-201 
132)山本英太郎
「環境破壊の経済学的原因ー柴田博士の所説をめぐって一」同上， PP,203-219 
133)坂田太郎，渡辺輝雄
「わが国における重農主義研究文献目録」勁草書房， 1974年11月， p.45, 71 
134) Kuhne, Karl 
Okonomie und Marxismus II: Zur Dynamik des Marxschen Systems, Luchter-
hand 1974, p. 28, p. 334 (Economics and Marxism,・Volume 2: The Dyna叫cs
of the Marxian S: ッstem(Robert Shaw訳） Macmillan, 1979年）
135)公文園子
「世界所得と世界エネルギーの研究」「長野経済論集』， pp.93-108, 1975年2月
136)森本憲夫
「世界経済学」中央経済社， 1975年9月，二章三節，補論
137)森嶋通夫
「ロンドンからみた日本の経済学」「エコノミスト」臨時増刊号， pp. 20-28, 1975 
年11月10日
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138)新田政則
「不均衡理論について」「経済経営論叢」 10巻2,3号， pp.154-182, 1975年12月
139)公文園子
「世界所得の推計， 1850~1973年」「長野経済論集』， pp.57-117, 1975年12月
140)新田政則
"Some Notes on Walras'Theory of Capital Formation", KSU Economic 
and Business Review 3号， pp.137-175, 1976年5月
141)野間 宏
「新日本文学の三十年」「朝日新聞」朝日新聞社，夕刊， 1976年5月1日
142)杉原四郎
「柴田教授の業績と学風」「エコノミスト』， pp.44-45, 1976年5月1日
143)公文園子
「経済成長とエネルギー需要」「長野経済論集』， pp.19-66, 1976年9月
144)早坂忠
「今日から見た戦前の経済学界一柴田教授の回想に寄せて一」「エコノミスト』，
pp. 31-34, 1976年1月30日
145)新田政則
「貨幣と歴史的モデルー特に貨幣独自の効用に関連して一」「経済経営論叢」 11巻4
号， pp.54-80, 1977年3月
146)早坂 忠
「柴田敬」「現代人物事典」朝日新聞社， 1977年3月， p.621 
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147)米田康彦
「利潤率の傾向的低下法則の論証」「資本論を学ぶw」（佐藤金三郎， 他編）有斐閣
4巻， pp.193-207, 1977年8月
148)福岡正夫
「線型均衡モデル」「近代経済学の理論構造』（安井琢磨， 熊谷尚夫，福岡正夫編，
第二版経済学全集9),pp. 109-223, 1977年10月
149)新田政則
「期待要素と価格・産出最の決定機構(1)ー 特に再生産過程の視座に立って一」「経済
経営論叢」 12巻3号， pp.22-54, 1977年12月
150)加藤敬弘
「淑理論研究ー使用者費用と供給価格ー」「高崎経済大学付属産業研究所紀要」高
崎経済大学付属産業研究所， 13号， pp.1-7, 1978年2月
151)都留重人
「一九三0年代以降の経済学の発展」「近代経済学と日本』（美濃口武雄，早坂忠編）
日本経済新聞社， pp.119-147, 1978年2月
152)新田政則
「期待要素と価格・産出量の決定機構(2)一特に再生産過程の視座に立って一」「経済
経営論叢」 12巻4号， pp.22-97, 1978年3月
163) Bronfenbrenner, Martin 
"A Statement on Shibata", 「経済の法則を求めて」（柴田敬著）日本経済評論、
社， 1978年4月， pp.176-179 
154)早坂 忠
「一般均衡解の存在問題と安定条件論」「経済学史」（玉野井芳郎， 早坂忠編， 基礎＇
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経済学体系3)青林書院新社， pp.342-344, 1978年5月
155)無署名
「世界の学問相手に独り行く」『毎日新聞』毎日新聞社，朝刊， 1978年5月15日
156)無署名
「一流学者の横顔生き生きと」「日本経済新聞」日本経済新聞社，朝刊， 1978年5月
17日
157)早坂 忠
「常に問題提起的な活動」「日本読書新聞」日本出版会， 1978年6月1913
158)伊東光晴，宮崎義一
「忘れられた経済学者・柴田敬一柴田敬「経済の法則を求めて」をめぐって」「経済
評論J8号， pp.102-118, 1978年8月
159)加藤敬弘
「『一般理論J研究一費用について一」「高崎経済大学論集」 21巻1号， pp.41-55, 
1978年9月
160)天野敬太郎
「柴田敬」「現代日本執箪者大事典』日外アソシェーツ， 2巻， p.758, 1978年9月
161)置塩信雄
「現代経済学の展開」東洋経済新報社， 1978年10月， p.24 
162)公文園子
128 
「スラッファの「生産価格」について」「明星大学経済学研究紀要」明星大学， 10
号， pp.26-40, 1978年12月
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163)加藤敬弘
「『本源財」について」「群馬女子短期大学紀要」群馬女子短期大学6号， pp. 23-
35, 1979年3月
164)永安幸正
「“本源的”経済学の再興」「評論」日本経済評論社， 24号， pp.2-3, 1979年3月
165)深井人詩
「柴田敬」「人物書誌索引」日外アyシエー ツ， 1979年3月， p.160 
166)篠原三代平
「本源財は「代替的」か」「評論」 25号， pp.8-10, 1979年4月
167)保坂直達
「世界経済への積極的主張」同上， pp.10-14 
168)尾崎英二
「欲しい東側世界への見解」同上， pp.14-16 
169)小寺武四郎
「経済学者の三つのタイプ」同上， pp.16-17 
170)杉原四郎
「マルクスの人間・労働観について」同上， pp.17-20 
171)三輪悌三
「欠落する階級対立概念」同上， pp.20-21 
172)永安幸正
「“本源的”経済学の再興」同上， pp.22-23 
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173)長尾義三
「転換期の経済学と全方位転換」同上， pp.23-25 
174)山崎益吉
「『至善の人」柴田博士」同上， pp.25-27 
175)一谷藤一郎
「ケインズ経済学と現代」同上， pp.27-29 
176)公文園子
「資本主義経済崩壊論」同上， pp.29-31 
177)花輪俊哉
「貨幣経済理論への疑問」同上， pp.31-32 
178)小林一三
「閲題意識の大きさと深さ」同上， pp.32-33 
179)新田政則
「ゾーン・ボリテイコン」同上， pp. 34-35 
180)太田 浩
「経済学における「代替原理』」同上， pp.35-39 
181)玉井竜象
「骨格堅固な柴田理論」同上， pp.39-42 
182)溝川喜一
「本源財論について」同上， pp.42-44 
130 
柴田敬研究文献目録（杉原・公文• 岡村） 893 
183)安部一成
「総需要拡大政策の検討」『評論J日本経済評論社， 26号， pp.8-9, 1979年5月
184)宮崎犀一
「両義的なマルクス労働原理」同上， pp.10-12 
185)早坂 忠
「柴田氏の新著との関連で」同上， pp.12-15 
186)杉原四郎
「日本経済学史」「経済学事典」第2版（大阪市立大学経済研究所編）岩波書店，
pp. 1020-1022, 1979年6月
187)山崎益吉
「経済思想史論叙説ーその現代的課題ー」『高崎経済大学論集」 22巻 1号， pp. 59-
84, 1979年9月
188)加藤敬弘
「『環境資源』について」『高崎経済大学論集」 22巻2号， pp.35-52, 1979年10月
189)山崎益吉
「『労働の哲学」一現代社会と労働概念ー」「高崎経済大学付属産業研究所紀要」 15
巻1号， pp.51-66, 1979年12月
190)根岸 隆「ケインズ経済学のミクロ理論』日本経済新聞社， 1980年1月， p.165 
191)山崎益吉
「省エネルギ一時代と市民生活一真の節約を求めて一」「高崎経済大学付属産業研究
所紀要」 15巻2号， pp.17-42, 1980年2月
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1113)加藤敬弘「柴田敬先生のお教え」
1114)川島 章「柴田先生とランゲ博士」
lll5)公文園子「浜木綿の花」
1116)小島 亘「想い出」
1117)小沼博義「先生から学んだこと」
1118)杉村佐寿「柴田先生並びに柴田ゼミのことなど」
1119)伊達良和「経済学のモニュメント」
1120)富田 洋三「柴田先生の傘の下」
1121)豊田 裕「柴田敬先生と私」
1122)日向 昭人「先生はお忙しい」
1123)堀場勇夫「ゼミの思い出」
1124)本田 重美「シャンソンとバラライカ」
1125)松岡 秀夫「『はたらく』ということ一柴田先生の想い出ー」
1126)宮崎誠一「柴田先生の私の思いで」
1127)山崎益吉「日日に新に」
1128)山田 禎二「柴田敬先生の思い出一人間愛にふれた学生時代ー」
1129)宮野芳ー「生きていることの意味」
1130)柴田 穣「叔父様を偲んで」
1131)大石もと「兄逝く」
1132)黒田 弓子「やさしかったおじさん」
1133)鹿島 正安「学ぶということ，許すということを教えてくれた義父」
1134)鹿島 真人「柴田のおじいちゃんを想い出して」
1135)長坂健二郎「魚父生涯竹一竿」
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1136)長坂慈子「おじいちゃんの思い出」
1137)長坂安子「祖父との想い出」
1138)鹿島郁子「父を思う 栂を思う」
1139)長坂淳子「父がくれたおでこのこぶ」
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注本書に入っている公文園子，杉原四郎， 長坂淳子の三編は， すでに 238),239), 
241)としてかかげてある。
(HI) 索引
A. 著書
r理論経済学」上巻 (1935)14,15,17,18,20,23,24,25,26,27,31,34,35,36,37,39,41,43, 
44, 45, 46, 49, 55, 56, 66, 70, 74, 75, 78, 82, 100,106,107,111, 
112, 119, 124, 126, 136, 145, 146, 147, 151, 158, 162, 208,213, 
214,221,222,223,224,226,227,230, 231, 239, 240, 245,246, 
250,260, 1006, 1011, 1013, 1015, 1019, 1021, 1022, 1023, 1026, 
1027, 1028, 1031, 1034, 1037, 1049, 1057, 1060, 1063, 1065, 
1066, 1069, 1077, 1085, 1103 
「理論経済学」下巻 (1936)21,22,24,26,34,41,43,45,46,55,56,70,82,95,100,107,lll, 
119,136,139,146,158,208,213,221,222, 223, 227, 231, 239, 
240,245,246,250,252,254,260, 1006, 1011, 1013, 1015, 1019, 
1021, 1022, 1023, 1026, 1027, 1028, 1031, 1034, 1037, 1049, 
1060, 1063, 1065, 1066, 1069, 1077, 1085, 1103 
「日本経済革新案大綱』 (1940)227,246,1008,1060,1067,1082,1083 
「資本主義経済理論』（上村鎮威訳） (1941) 50,115,232,1008 
「新経済論理』 (1942)124,136,227,235,239,246,1008,1028 
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「経済原論』 (1943)128,136,239,240,1008,1065 
「新経済学批判」 (1943)227,239,246,1008,1071 
「ヒックス循環論批判』 (1952)51, 52, 53, 70,132,161,163,190,221,239,246, 1002, 1021, 
1027,1028,1029 
「資本主義世界経済論」上巻 (1953)61,67,103,108,lll,132,136,139,146,163,227,237, 
238,245,246,1001,1002,1047,1089,1092,1094,1099,1103 
A Dynamic Theory of the World Capitalism (1954) 66, 67, 103, 1001, 1002, 1028, 1100 
「世界史の動向』 (1957)239,246,1094 
Dynamic and Dialectic Theories of World Capitalism (1959) 66, 70, 71, 72, 73, 76, 
80, 81, 82,136,142,221, 1001, 1006, 1028, 1034, 1083, 1094, 
1100 
A Contribution to the Theoretical Study of Monetary Jnequilibrium and Economic 
Growth (1962) 67,221 
「経済原論」第一分冊 (1963)72,162,1083,1113 
『経済原論』 (1964)80,81,246 
『経済学原理』 (1966)82,85,86,89,109,246,1083 
「改訂経済学原理」 (1967)92,103,130,227,232,239,1115 
「近代経済学原理』 (1970)95,101,113,116,138,145,149,152,208,210,234,236, 1118 
「地球破壊と経済学』 (1973)102,103,108,110,117,, 118,121,123,130,131,132,136,138, 
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146, 158, 159, 160, 1?3, 208,222, 227, 234, 236, 239,246,248, 
249,252, 1002, 1022, 1058, 1060, 1064, 1078, 1083, 1093, 1105, 
1135 
『地球破壊と経済学」増補版 (1973)110,123,130,138,212,220 
「経済理論の基礎構造』 (1974)135,159,163,201,208,218,237,239,245,1034,1069 
「ケインズを超えて」 (1976)42,、143,150,159,163,188,194,208,215,222, 227, 232, 239, 
245,246, 1034, 1045, 1049, 1064, 1065, 1069, 1070, 1083, 1100, 
1111 
Beyond Keynesian Economics (1977) 150, 153, 159, 163, 192, 208, 222, 250, 1006, 1111, 
1124 
「経済の法則を求めて』 (1978)155,156,157,158,159,163, 188, 207, 208, 211, 213, 216, 
222,227,233,237,244,245, 246, 247, 256, 1006, 1015, 1020, 
1022, 1027, 1028, 1030, 1032,-1049, 1052, 1068, 1070, 1072, 
1089,1099 
「転換期の経済学」 (1978)162,164,166,167,168,169,170, 171, 172, 173, 174, 175, 176, 
177,178,179,180,181,182,183,184,185, 187, 189, 191, 192, 
195,196,197,199,200,206,208,211,212,220,222,229,233,235, 
237,238,239,246,247,248,1002,1006,1052,1075,1111,1127 
『大道を行く』 (1987)242,244,251,254 
B. 論文
「カッセル氏の「価格形成の機構」の吟味」 (1930)6,7,s,10,62,125,14B,154,22e,221 
「経済表について」 (1930)1,54,55,133 
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「帰属理論の一考察(1),(2)」(1930)5,8,19 
「主観価値説と貨幣価値論」 (1931)2,26,30,35,36 
「依然たる物価低落」 (1931)252,254 
「一般均衡体系と交換方程式」 (1931)2,3,7,11,37 
「カッセル教授の貨幣数量説の実証の吟味」 (1931)208,227 
「長期景気波動について」 (1932)252,254 
「長期最気波動と世界恐慌」 (1932)208,252,254 
「貨幣の主観価値について」 (1932)3,4 
"An・Examination of Professor Cassel's Quantity Theory of Money" (1932) 163, 
252,254 
「再び貨幣の主観価値について」 (1932)4 
「資本論と一般均衡論について」 (1933)121,239 
「世界恐慌と金本位制」 (1933)252,254 
"Marx's Analysis of Capitalism and the General Equilibrium Theory of the 
Lausanne School" (1933) 12, 16, 56, 58, 84, 88, 97, 98,118, 
134,137,142,222,227,250,1007,1011,1012,1013 
「一般均衡論と交換方程式一栗村学士に答ふー」 (1933)11 
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"The Meaning of the Theory of Value in Theoretical Economics" (1933) 49 
「資本蓄積率の差異と固定資本」 (1934)9 
"On the Law of Decline in the Rate of Profit" (1934) 28, 42, 56, 65,114,122,127, 
147,198,214,222,230,239,250,260,1069 
「都留学士に答ふ」 (1937)122,127 
"Some Questions on Mr. Keynes'General Theory of Employment, Interest and 
Money" (1937) 33,47,48,250 
「ケインズの「一般理論」に関する諸問題」（飯田藤次訳） (1937) 29,32,33,47,83,232 
「純粋理論経済学と日本国民主義理論経済学との間の距離」 (1938)40 
「実践的立場と理論経済学」 (1938)40 
"On the General Profit Rate" (1939) 42,198,222,230,250,260 
「ケインズの「一般理論」に就いて」 (1939)232 
「日本の経済力」 (1939)243 
"Further Comments on Mr. Keynes'General Theory" (1939) 48 
「ジョン・メイナアド・ケインズ」 (1939)216 
「世界新秩序の建設」 (1939)243 
「日本経済学序説」 (1941)40 
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「日本経済の再生産機構の研究のために」 (1941)239 
「日本的経済原理」 (1941)40,243 
「理論経済学徒の悩み」 (1941)40 
「日本の「年々の生産物」の研究序説」 (1941)239 
「経済学の革新」 (1943)223 
「共同的全体主義的経済学」 (1944)223 
「ケインズ派の理論の根本的誤謬(1),(2)」(1955)232 
「人間的解放論」 (1956)60,109,121,211,222,235,238,239,25Q,256,1020,1099 
「ケインズの一般理論について（上），（下）」 (1956)232 
「ケインズに止めを刺す(1),(2)」(1956)67,232 
「ケネーの経済表の「謎」について」 (1956)63,133,259,260 
「逆立ちしているマルクス理論」 (1957)61 
「ケインズとケインズ派とを超える為の鍵」 (1957)59 
「ケインズ経済学超克の道」 (1958)59 
"A Theory of Monetary Inequilibrium Re-developed" (1961) 72 
"Again on Prof. Kaldor's Theory" (1962) 66 
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「貨幣的不均衡の基礎理論の展開」 (1964)87 
「一般均衡と一般的不均衡の必然性」 (I965)80,81,82,160 
「カルドアの成長理論について」 (1966)232 
"A Theory of General Disequilibrium (1), (2)" (1969) 96,140 
「エネルギーと経済」 (1970)94 
「一般均衡論と私の経済学行脚（上），（中），（下）」 (1970,1971)96,249 
「世界経済のマーシャリアンk」(1972)108,117,135,212 
「ケインズ理論を超えて」 (1976)141, 1030, 1119 
「経済学と歩いて50年」 (1976)144,249,1030,1032,1052 
「ケインズ経済学を超えて」 (1978)1022 
「人類の存続• 発展のために」 (1981)206,240 
「世界史発展の法則と新生産関係」 (1983)238,240 
「核戦争勃発の危機から人類を救う道」 (1987)246 
913 
（柴田敬の年譜と著作目録については，柴田敬『増補経済の法則を求めて」日本経済評
論社， 1987年の巻末を参照されたい）。
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追記
以下の文献を追加しておきたい。
京都大学経済学部
「思いで草」非売品， 1969年7月，石川興二先生の巻，蛾川虎三先生の巻，静田均先生
の巻
高野彦松
「本源財と従来の経済学」「論叢」秋田経済大学・秋田短期大学， 23号， pp.8-15, 1979 
年3月
同
「本源財と従来の経済学ー「転換期の経済学」への一つのコメントー（上）（下）」「評論j
29号， pp.40-41, 30号， pp.44-47, 日本経済評論社， 1978年8月， 9月
谷澤永一
「回想録の陥穿」「50冊の本」 1巻6号， p.47, 1978年1月 （『紙つぶて二箇目』，（（谷
澤永ー著））文藝春秋，に収録）
横川信治
「価値・雇用・恐慌一宇野学派とケンプリッジ学派ー」社会評論社， 1989年1月， p.233 
早坂 忠（編著）
「経済学史ー経済学の生誕から現代までー」ミネルヴァ書房， 1989年1月， p.291 
152 
